
一

一

二

七

～

二

八

年

の

フ

ラ

ン

ド

ル

に

お

け

る

政

変

と

フ

ラ

ン

ス

国

王

の

対

応

守

山

記

生

は
じ
め
に

筆

者

は

、

か

つ

て
、

一

一
二

七
年

三

月

二

日

の

フ

ラ

ン

ド

ル

伯

シ

ャ

ル

ル

・
ル

・
ボ

ン
9

巴

o
。・
δ

じu
8

(以

下
、

シ

ャ

ル

ル
と

の
み

称

す

)

の

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
の
サ

ン

・
ド

ナ

テ

ィ

ア

ン
教

会

で

の
暗

殺

に

よ

り

生

じ

た

お

よ

そ

一
年

半

に

お

よ

ぶ

政

治

的

変

動

に

つ

い
て

論

じ

ハ
ヱ

へ

た

。

そ

れ

ら

の

論

考

で

、

特

に

後

者

で

筆

者

は

、

「
お

わ

り

に
」

で

へ
　

り

次

の

よ

う

な

結

論

と

展

望

を

書

い
た

。

即

ち

、

「
フ

ラ

ン

ス
国

王

ル

イ

六

世

(
以

下

、

単

に
国

王

と

称

す

)

な

ど

の
動

き

は

そ

れ

ぞ

れ

注

目

さ

れ

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

フ
ラ

ン
ド

ル
と

い
う

。フ
ラ

ン

シ

ポ

ー

テ

の
支

配

の
体

現

者

た

ら

ん
と

し

て

伯

位

の
相

続

争

い
に
登

場

し

た

七

人

ば

か

り

の

大

貴

族

(
特

に

ギ

ヨ
ー

ム

・
ク

リ

ト

ン
と

テ

ィ

エ

リ

・
ダ

ル

ザ

ス
)

の
動

向

が

最

も

注

目

さ

れ

る

。

そ

し

て

、
彼

ら

に

劣
ら
ず
重
要
な
の
は
市
民
階
級
の
動
向
で
あ

る
。
彼
ら
は
基
本
的
に

は
連
帯
し
、
彼
ら
の
意
向
を
組
み
入
れ
な
け
れ
ば
、
次
期
の
伯
政
権

は
安
定
を
期
し
え
な
い
ほ
ど

の
勢
力
の
高
揚
を
示
し
た
の
で
あ
り
、

十
二
世
紀
初
期
の
フ
ラ
ン
ド
ル
に
お
け
る
政
治
的
変
動
の
キ
ャ
ス
チ

ン
グ

・
ボ
ー
ト
を
握

っ
た
の
で
あ
る
。
従

っ
て
、
国
王
な
ど
の
動
向

の
検
討
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
…
…
。」
と
論
述
し
た
の
で
あ
り
、
当

時
大
貴
族

(特
に
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
)
と
市
民

の
二
本
柱
で
政
治
は
推

進
さ
れ
た
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
述
の
と
お
り

一
定
の

留
保
を
つ
け
て
お

い
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
政
変
に
お
け
る
国
王
の
動

向
で
あ
る
。
こ
の
小
論
は
、
国
王
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
の

か
、
史
料
を
参
考
に
出
来
る
だ
け
具
体
的
に
考
え
た

い
と
思
う
。
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(
1
)

ヘ
ヨ

　

有
効
な
史
料
群

フ
ラ
ン
ド
ル

へ
の
国
王
の
干
渉
を
研
究
す
る
に
は
数
点

の
史
料
の

状
況
に
よ
り
か
な
り
容
易
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
外
交
史
料
は
ほ
ぼ
完

全
に
欠
落

し
て
い
る
が
、
反
対
に
、
同
時
代
の
詳
細
で
、
さ
ら
に
、

非
常
に
情
報
を
知

っ
て
い
る
人
物
、
即
ち
、
事
件
目
撃
者

に
よ
る
叙

述
史
料
を
幾
つ
か
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
人
々
の
う
ち
で
シ

ュ
ジ

ェ
ー
ル
は

『ル
イ
六
世
肥
満

　
ユ

リ

王
伝

』

で
伯

シ

ャ

ル

ル

の
暗

殺

に

つ
い

て

一
章

を

あ

て

て

い

る
。

彼

の
語

り

は

短

か

く

、

こ

の
著

者

は

国

王

に
随

行

し

て

フ

ラ

ン
ド

ル

に

行

っ
た

の

で
は

な

い
。

彼

の
証

言

は

、

別

の
史

料

の

証

言

に

よ

り

、

し

ば

し

ば

立

証

さ

れ

る

。

こ

の
証

言

は

、

著

名

な

サ

ン

・
ド

ニ
大

修

道

院

長

が

国

王

の
取

り

巻

き

の
人

々
と

行

っ
た

対

談

に
由

来

す

る

。

テ

ル

ア

ン

ヌ

の
助

祭

長

ゴ

ー

テ

ィ

エ
は

、

一

一
二
七

年

末

か
あ

る

い
は

一

一
二

八
年

の
初

め

に

シ

ャ

ル

ル

の
伝

記

を

書

い
た

。

彼

は

個

人

的

知

識

か

ら

、

伯

領

の
南

部

と

南

西

部

で

生

じ

た

こ
と

を

知

っ
て

お

り

、

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
と

恐

ら

く

ア

ラ

ス
で

生

じ

た

幾

つ
か
事

件

の

　
ら

　

現
場
目
撃
者
の
証
言
を
収
集
し
た
。

ト
ゥ
ー

ル
ネ
の
サ
ン

・
マ
ル
タ
ン
大
修
道
院
長

の
エ
ル
マ
ン
は
、

我
々
に
興
味
深
い
付
随
的
な
出
来
事
を
引
き
受
け
て
い
る
。
彼
は
と

て
も

情

報

を

知

っ
て

い

る
。

即

ち

、

彼

は

、

ノ

ア

イ

ヨ

ン
司

教

が

国

王

の
命

令

で
、

伯

の
葬

儀

を

主

催

す

る
た

め

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
に
赴

い

た

時

に

、

こ
れ

に
随

行

し

て

い
た

。

彼

が
司

教

と

持

っ
た
親

密

な

関

係

に

よ

り

、

一

一
二
七

年

四
月

以

前

に

お

い
て

さ
え

も

、

ル

イ

六

世

　
ち

ド

の
側
近
の
中
で
生
じ
た
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
に
、
ガ
ル
ベ
ー
ル
が
い
る
。
彼
は
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
で
生
じ
た

事
件
の
全
て
の
目
撃
者
で
あ
り
、
史
料
の

一
類
型
で
あ
る
日
記
と
い

う
語
り
[
の
中
で
、
事
件
を
記
し
て
い
る
。
彼
は
惨
劇
の
登
場
人
物

を
仕
事
か
ら
判
断
し
、
そ
の
事
に
つ
い
て
非
常
に
多
く
を
知

っ
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
人
物
は
伯

の
書
記
官
で
あ
り
、
伯
を
よ
く
書
く

の
は
当
然
で
あ
り
、
我
々
は
伯
等

の
行
為
に

つ
い
て
は
客
観
性
を
も

た
せ
、
割
引

い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
彼

の
社
会
的
身
分
は
ブ
リ

ユ
ー
ジ
ュ
市
民
で
あ
る
が
、
領
域
管
理
の
役
職
に
属
す
る
伯
の
役
人

で
も
あ
り
、
現
実
的
な
人
物
で
あ
り
、
制
度
が
い
か
に
し
て
機
能
す

る
か
を
知

っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
事
実
、
国
王
に
つ
い
て
国
王
単

独
の
行
為
や
伯
が
国
王
と
共
に
し
た
行
為
等
を
か
な
り
詳
細
に
述
べ

ニ
ゴ
　

て
お
り
、
こ
れ
を
優
先
さ
せ
、
最
重
要
の
史
料
と
し
て
多
用
し
た

い

へ

　

と

田
じ
・
つ
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ソ

(∬
)
政
変
の
略
説

(A
)
シ

ャ
ル
ル
の
生
と
死
、
そ
し
て
名
声

　
　

　

シ

ャ

ル

ル
は

一

一

一
九

年

に

フ

ラ

ン
ド

ル
伯

に

な

っ
た

。

一

一
二

四
年

か

ら

二

五
年

ま

で

の
飢

饒

に

よ

っ
て

フ
ラ

ン
ド

ル
は

荒

廃

し

た

が

、

特

に
伯

は
貧

者

達

を

救

っ
た

。

一

一
二

五
年

に

は

シ

ャ

ル

ル

は

帝

冠

を

与

え

ら

れ

た

が

こ

れ

を

こ
と

わ

っ
た
。

飢

饒

も

や

み
、

シ

ャ

ル

ル

は

政

治

的

秩

序

を

と

り

も

ど

そ

う

と

す

る

過

程

で
伯

の

い
わ

ば

次

位

に
あ

っ
た

エ
ラ

ン
バ

ル
ド

家

が

隷

属

的

起

源

で
あ

る

こ
と

を

知

っ
た

。
エ
ラ

ン
バ

ル

ド

一
族

は

追

い

つ
め

ら

れ

て

い
る

の
を

自

覚

し

、

同

家

の
ト

ッ
プ

で

あ

る

サ

ン

・
ド

ナ

テ

ィ

ア

ン
教

会

の
首

席

司

祭

ベ

ル

ト

ゥ

ル

フ
と

彼

の
甥

た

ち

は

、

そ

の
起

源

を

と

り

の
ぞ

こ
う

と

死

物

狂

い
に

な

る

。

彼

ら

は

と

う

と

う

、

伯

に

対

し

て

陰

謀

を

決

め

、

ボ

ル
ジ

ア

ル

と

い
う

人

物

が

中

心

と

な

り

一

一
二
七

年

三

月

二

日

に

伯

を

殺

害

す

る

。

シ

ャ

ル

ル

の
殺

害

後

、

一
時

は

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ユ
を

主

に

し

て

パ

ニ

ッ
ク

状

態

に
な

る
。

(
B

)

反

乱

の
鎮

圧

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
の
攻

囲

に

よ

っ
て
、

反

乱

者

た

ち

は

城

砦

へ
と

撃

退

さ

れ

る

。

攻

囲

に
関

し

て

、

ジ

ェ
ル
ヴ

ェ
と

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
市

民

達

は

協

定

に
達

す

る

。

両

者

は

城

砦

の
攻

囲

を

始

め

る

。

一

=

一七

年

三

月

一
〇

日

最

初

の
貴

族

達

が

到

着

し

、

彼

ら

は

誓

約

同

盟

を

形

成

す

る
。

三

月

一
四

日

か

ら

三

月

一
五

日
ま

で
、

ガ

ン

の
人

々
が

到

着

す

る
。

三

月

一
九

日

、

城

砦

の
強

襲

が

行

わ

れ

る
。

反

乱

者

た

ち

は

教

会

内

に
撃

退

さ

れ

、

籠

城

軍

は

教

会

で
防

禦

し

よ

う

と

す

る

。

三

月

一
七

日

、

ベ

ル
ト

ゥ

ル

フ
は

逃

亡

す

る
。

一

=

一七

年

三

月

二

〇

日

か

ら

二

二

日

ま

で
、
国

王

は

ア

ラ

ス

へ
と

貴

族

達

を

召

集

す

る

。

三
月

三

〇

日

、

貴

族

達

は

ア

ラ

ス
か

ら

も

ど

り

、
伯

と

し

て
ギ

ヨ

ー

ム

・
ク

リ

ト

ン

の
選

出

を

告

げ

る
。

三
月

三

一
日

か

ら

四
月

二

日
ま

で

、

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
と

ガ

ン

の
人

々

は

ギ

ヨ
ー

ム
を

受

け

入

れ

る

こ

と

を

決

定

す

る

。

四
月

二

日

、
ジ

ェ
ル

ヴ

ェ
は

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ

の
城

主

に

指

名

さ

れ

る
。

四
月

五

日
と

六

日

、

伯

は

サ

ン

・
ド

ナ

テ

ィ

ア

ン
教

会

参

事

会

員

と

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
と

ア

ー

ル
デ

ン
ブ

ー

ル

の
市

民

達

に

特

許

状

を

与

え

る
。

四

月

一

]
日

、

フ

ラ

ン
ド

ル
伯

の
候

補

者

の
ひ

と

り

で
あ

る

ギ

ョ
ー

ム

・
デ

ィ

ー

プ

ル
は

ベ

ル
ト

ゥ

ル

フ
を

死

に

至

ら

し

め

る
。

反

乱

者

た

ち

は
祭

壇

か

ら

追

い
出

さ

れ

る

。

四

月

=

日

、

]
二

日

、

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ

の
市

民

達

は

攻

囲

を

続

け

、

国

王

と

貴

族

達

は

攻

撃

の
新

た

な
計

画

を

た

て
る

。

四

月

一
三

日
、

国

王

は

財

産

を

獲

得

す

る
。
四

月

一
四

日

、
攻

囲

者

た

ち

は

教

会

の
囲

壁

を

つ
き

破

り

、
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同

日

、

籠

城

軍

は

回

廊

か

ら

塔

へ
追

い
出

さ

れ

る

。

四

月

一
六

日

(
?

)

新

し

い
伯

ギ

ヨ
ー

ム

・
ク

リ

ト

ン
は

、

サ

ン

・
ト

メ

ー

ル

で

歓

迎

さ

れ

る
。

四

月

一
八

日

、

籠

城

軍

は
降

伏

者

に
な

る

こ
と

を

求

め

る
。

反

乱

者

た

ち

は

塔

か

ら

撃

退

し

、

四

月

二

九

日

、

二
七

人

が
降

伏

者

と

な

る
。
同

日
、
攻

囲

軍

た

ち

は
塔

を

掠

奪

す

る

。
四

月

二

〇
日

、

司

教

座

聖

堂

参

事

会

員

た

ち

は

教

会

を

浄

化

す

る
。

四

月

二

二

日

、

ノ

ア
イ

ヨ

ン

・
ト

ゥ
ー

ル
ネ

司

教

シ

モ

ン
は

シ

ャ

ル

ル

の
た

め

に

ミ

サ

を

と

り

行

い
、

二

五

日

、

サ

ン

・
ド

ナ

テ

ィ

ア

ン
教

会

は
浄

化

さ

れ

、

伯

シ

ャ

ル

ル
は

そ

こ

に
埋

め

ら

れ

た

。

五

月

一
日
、

シ

ャ

ル

ル

暗

殺

の

中

心

人

物

で
あ

る

ボ

ル

ジ

ア

ル
は

絞

首

刑

に
処

さ

れ

た

。

反

ダや

乱

者

た
ち

は

塔

の
頂

上

か

ら

ほ

う

り

出

さ

れ

る
。
九

月

一
〇

日

の
後

、

ギ

ヨ

ー

ム

・
デ

ィ
ー

プ

ル
は

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ

へ
連

行

さ

れ

、

一
〇

月

八

日

に

は

リ

ー

ル

へ
連

れ

て

い
か

れ

そ

の
地

の

城

主

に
委

ね

ら

れ

た
。

一

=

一七

年

九

月

一
七

日

、
伯

ギ

ヨ
ー

ム
は

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
市

民

達

を

疎

ん

じ

る

。

即

ち

、

聖

ラ

ン

ベ
ー

ル

の

日

に
、

伯

は

イ

ー

プ

ル

に
向

け

て
出

発

す

る
丁

度

そ

の
時

に

、

公

約

に
反

し

て

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
市

民

か

ら

免

除

し

て

い
た

通

行

税

を

要

求

し
た

。

何

故

な

ら

、

彼

の
家

臣

達

は

彼

の
先

任

者

た

ち

で
あ

る
諸

伯

の
時

代

か

ら

通

行

税

の

収
入
で
知
行
を
与
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
彼
の
家
臣
達
は
伯
を
悩

ま
せ
つ
つ
あ

っ
た
。
何
故
な
ら
、
そ
の
通
行
税
を
ブ
リ

ュ
ー
ジ

ュ
の

民
衆
に
対
し
て
免
除
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

(
C
)

=

二

八
年

。

混

乱

の
年

そ

し

て

政

治

的

・
社

会

的

不

安

の

終

息

伯

が

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
市

民

を

疎

ん

じ

た

少

し

以

前

、

一

一
二
七

年

八

月

一
日

に

、

リ

ー

ル

の
市

民

達

は

反

乱

を

お

こ
し

た

。

そ

の
原

因

は

、

サ

ン

・
ペ
ト

ロ

の
祝

日

に
、

リ

ー

ル

で

の
定

期

市

の
時

に
、

伯

が
市

場

で

彼

の
ひ

と

り

の
隷

属

民

を

捕

ら

え

よ

う

と

し

た

か

ら

で
あ

る

。

リ

ー

ル

の
市

民

達

は

武

装

し

て
飛

び

込

ん

で
き

て
、

伯

と

伯

の

家

臣

達

を

都

市

の
外

に
追

い
払

っ
た

。

伯

は

直

ち

に
リ

ー

ル

の
す

べ

て

の
領

域

を

攻

囲

し

、

市

民

達

に

一
四

C

C

マ
ル

ク

の
銀

貨

に

よ

る

罰

金

を

課

し

た

。
以

後

こ
れ

ら

の
市

民

達

と

伯

の
問

で
敵

意

を

生

み

、

両
者

は

互

い
に

疑

い
を

も

っ
て
見

る

よ

う

に

な

っ
た

。

一

一
二

八

年

二
月

八

日
、

サ

ン

・
ト

メ

ー

ル

の
市

民

達

は

反

乱

を

お

こ

す

。

何

故

な

ら

、

市

民

達

の
財

産

を

暴

力

的

に
奪

う

こ
と

を

や

め

な

い
人

物

を

そ

の
地

の
城

主

と

し

て
従

う

よ

う

に
伯

は

市

民

達

に

強

制

し

た

か

ら

で
あ

る
。

伯

は

大

軍

で

サ

ン

・
ト

メ

ー

ル
を

攻

囲

し

た

。

し

か

し

、

市

民

達

は

伯

シ

ャ

ル

ル

の
甥

ア

ル

ヌ

ル

フ
を

、

こ

っ
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そ
り
と
彼
ら
の
都
市
内
に
入
れ
彼
に
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
呈
し
、
忠
義
を

誓

っ
た
。
け
れ
ど
も
、
反
乱
者
た
ち
は
伯
の
来
襲
に
抵
抗
で
き
な

い

と
恐
れ
て
降
伏
し
た
。
伯
は
市
民
た
ち
に
罰
金
六
〇
〇
マ
ル
ク
の
銀

貨
を
出
す

こ
と
を
命
じ
た
。
こ
の
事
件
の
以
後
、
リ
ー
ル
の
場
合
と

同
様
に
、
双
方
に
不
和
が
生
じ
た
。

一
一
二
八
年
二
月

一
六
日
、
伯
の
権
力
は
ガ
ン
で
挑
戦
さ
れ
る
。

　　
　

ガ
ン
の
人

々
は
先
ず
彼
ら
の
城
主
に
対
し
て
蜂
起
し
た
。
何
故
な
ら
、

そ
の
城
主

の
対
応
は
ガ
ン
の
人
々
の
意
に
か
な
う
も

の
で
お
よ
そ
な

か

っ
た
か
ら
で
あ
る
。
城
主
は
伯
の
許
に
行
き
、
彼
自
身
と
市
民
達

の
間
に
平
和
を
回
復
す
る
た
め
に
伯
を
ガ
ン
に
連
れ
て
き
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
伯
は
城
主
の
意
に
も
反
し
て
、
市
民
達
だ
け
を
抑
圧
し

続
け
た
。
そ
の
時
、
市
民
達
は
、
貴
族
の
ダ
ニ
エ
ル
と
ボ
ー
ド
ゥ
ア

ン
の
兄
弟
イ
ワ
ン
と
共
に
行
動
す
る
こ
と
を
誓

っ
て
い
た
の
で
、
イ

ワ
ン
は
市

民
達
の
代
弁
者
と
し
て
次

の
よ
う
な
発
言
を
し
た
。
「
…

…
何
故
な
ら
、
我
々
は
国
王
と
殿
と
の
間
の
仲
裁
人
で
あ
り
、
殿
は

こ
の
土
地

の
名
誉
と
我
々
の
助
言
を
か
え
り
み
な
い
で
は
伯
領
で
ど

ん
な
重
要
な
こ
と
も
出
来
な
い
と

い
う
こ
と
を
保
証
す
る
我
々
は
仲

裁
人
で
あ

る
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
前
述
の
国
王
に
対
す
る
殿
の
保

証
人
で
あ

る
我
々
に
対
し
て
だ
け
で
な
く
、
国
王
と
殿
自
身
の
両
者

に
よ

っ
て
誓
わ
れ
た
誠
実
や
誓
約
に
反
し
て
、
ほ
と
ん
ど
、
全

フ
ラ

ン
ド

ル

の
市

民

達

に

対

し

て
も

又

殿

は

専

横

に

ふ

る

ま

わ

れ

て
き

ま

し

た

。
」

そ

し

て
、

イ

ー

プ

ル

で
平

和

裡

に
会

議

を

開

く

こ
と

に

つ

セ
　

い

て
は

伯

の
違

反

の

た

め

流

会

と

な

り

、

イ

ワ

ン
と

ダ

ニ

エ

ル
ら

と

や

が

て
市

民

達

は
伯

に

対

し

て
な

し

て

き

た

オ

マ
ー

ジ

ュ
を

排

斥

し

た

。三

月

一

一
日

、
伯

シ

ャ

ル

ル

の

い
と

こ

で

若

き

テ

ィ

エ
リ

が

ア

ル

ザ

ス
か

ら

ガ

ン

に

や

っ
て
来

た

と

い
う

知

ら

せ

が

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
の

人

々

に
届

い
た

。

テ

ィ

エ
リ

は

伯

ギ

ヨ
ー

ム

と

そ

の
家

臣

で
あ

る

ノ

ル

マ

ン
人

た

ち

が

追

い
出

さ

れ

、

自

分

が

伯

と

し

て
歓

迎

さ

れ

る

時

ま

で
待

つ
と

い
う

知

ら

せ

も

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
に
届

い
た

。

フ

ラ

ン
ド

ル
人

達

は

同

時

に

か

く

も

多

く

の
領

主

達

を

も

っ
た

。

即

ち

、

ア

ラ

ス
と

そ

の

近

隣

の
人

々

に

支

持

さ

れ

て

い
る

モ

ン

ス

か

ら

の

若

い

伯

、
サ

ン

・
ト

メ

ー

ル

で
ひ

そ

か

に

認

め

ら

れ

て

い
る

ア

ル

ヌ

ル

フ
、

そ

し

て
ガ

ン

で

い
ま

や

待

っ
て
お

り

、

イ

ワ

ン

や
ダ

ニ

エ
ル

に
支

持

さ

れ

て

い
る

テ

ィ

エ
リ

、

そ

し

て
抑

圧

的

な

伯

ギ

ヨ
ー

ム

で
あ

る

。

従

っ
て
、

ア

ナ

ー

キ

ー

状

態

が

フ
ラ

ン
ド

ル

を

お

そ
う

。

一

一
二

八
年

三

月

二

一
日
、

伯

ギ

ヨ
ー

ム

に
対

す

る

サ

ン

・
ト

メ

ー

ル
市

民

の

怒

り

は

と

ど

ま

る

こ
と

を

知

ら

な

か

っ
た

が
、

伯

は

同

市

を

急

襲

し

、

ア

ル

ヌ

ル

フ
を

降

伏

さ

せ

た

。

三
月

二

三

日
と

翌

二

四

日

、
伯

ギ

ヨ
ー

ム

に
反

抗

す

る
動

向

が

ガ

ン

や

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
で
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大

き

く

な

る

。

三
月

二

五

日

、

テ

ィ

エ
リ

・
ダ

ル

ザ

ス
は

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
か

ら

の
支

持

を

引

き

つ
け

る

。

三

月

二

六

日

、

ジ

ェ
ル
ヴ

ェ
は

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
を

去

り

、

イ

ワ

ン
と

ダ

ニ

エ
ル

は

、

テ

ィ

エ
リ
を

同

市

に

連

れ

て
き

た

。

一

一
二

八
年

三

月

三

〇

日
と

翌

三

一
日

、

貴

族

達

と

市

民

達

は

ブ

リ

ユ
ー
ジ

ュ
で

テ

ィ

エ
リ

を

伯

と

し

て

選

び

、

テ

ィ

エ
リ
は

彼

の
貴

族

達

と

こ

の

土

地

の
民

衆

に
対

し

て
諸

権

利

を

与

え

た

。

同

日

中

に

イ

ワ

ン
と

ダ

ニ

エ

ル
、

そ

し

て

翌

日

、

ガ

ン
と

ブ

リ

ュ
ー
ジ

ュ

の
市

民

ら

は

、
フ

ラ

ン
ド

ル
人

の
伯

と

し

て
彼

に

オ

マ
ー

ジ

ュ
を

呈

し
た

。

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
市

民

ら

が

、

愛

着

を

示

し

て

い
た

ジ

ェ
ル

ヴ

ェ
は

、

四

月

二

日

、

テ

ィ

エ
リ

の
も

と

へ
や

っ
て
来

、

ジ

ェ
ル

ヴ

ェ
は

伯

テ

ィ

エ
リ

の
家

臣

と

な

っ
た

。

四

月

九

日

、

イ

ー
.フ
ル

の
市

民

達

は

テ

ィ

エ
リ

に
近

づ

く

。

イ

ー

プ

ル

の
あ

る

人

々

は

、

ブ

リ

ュ
ー

シ

ュ
の

彼

の

館

の

バ

ル

コ

ニ
ー

に

い
た

伯

テ

ィ

エ

リ

の
面

前

に

や

っ

て
来

た

。

彼

ら

は

、

イ

ー

プ

ル

の
解

放

を

求

め
も

し
市

民

達

が

イ

ー
プ

ル

か

ら

伯

ギ

ヨ

ー

ム

を

追

い
出

し

た

な

ら

、

伯

テ

ィ

エ
リ

が

そ

の
翌

日

た

だ

ち

に
市

民

の

助

力

に

来

て
も

ら

い
た

い
と

要

望

し

た
。

四
月

一
〇

日

、

国

王

は

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ

の
市

民

達

に
書

簡

を

送

っ

た

。

以

下

、

要

点

を

の

み
記

す

。

即

ち

、

市

民

達

が

八
人

の
責

任

あ

る

人

達

を

国

王

に
謁

見

す

る

た

め

に

ア
ラ

ス

に
送

る

こ
と

。

同
様

に

フ
ラ
ン
ド
ル
地
方
の
他

の
都
市
か
ら
も
召
集
す
る
こ
と
。
貴
族
も
加

わ
り
、
市
民
ら
と
伯
ギ
ヨ
ー
ム
と
の
間
の
闘
争
の
原
因
と
問
題
の
骨

子
を
再
考
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
国
王
が
お
互
い
の
間
で
の
平
和
的

に
安
定
を
も
た
ら
す
こ
と
を
試
み
る
こ
と
。
以
上
の
よ
う
な
要
旨
の

国
王
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
手
紙
に
対
し
て
、
都
市
民
は
フ
ラ
ン
ド
ル

伯
の
選
出
権
は
封
建
主
君
で
あ
る
国
王
で
な
く
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
大

　
お

　

貴

族

と

市

民

に

あ

る

と

宣

言

し

、

国

王

の
要

求

を
無

視

し

た

。

闘

争

が

続

く

中

で
、

伯

ギ

ヨ
ー

ム
は

、

当

時

、

フ

ラ

ン

ス

に
位

置

す

る

コ

ン
ピ

エ

ー

ニ

ュ
に
、

国

王

か

ら

助

力

と

助

言

を

得

、

フ
ラ

ン

ド

ル
で

の
自

分

の
権

力

を

維

持

す

る
た

め

に

、

フ

ラ

ン

ス

国

王

に
会

う

た

め

に
行

っ
て

い
た

。

一

一
二

八
年

五

月

二

日
、

ガ

ン

で
伯

ギ

ヨ

ー

ム

の
支

持
者

た

ち

が

ロ
く
ム

ラ

し

も
　

ゆ

も

ユ
し　

ドドし
ロ
コ
コ
へ

　

ダ
もへ

ゐ
もドもいノ
のヨ
ロ

抵

抗

す

る
(

五

月

六

[

国

王

は

ナ

百

郭

た

ち

一百
郭

ナ

縫

達

院

長

た

ち

、

聖
職

者

と

民
衆

の
双

方

か

ら

責

任

を
有

す

る

人

々
、

伯

達

と

貴

族

達

に

、

国

王

が

こ

れ

ら

ふ

た

り

の
伯

達

に

つ

い

て
会

議

を

開

き

、

彼

ら

の
う

ち

の

ど

ち

ら

か

を

国

王

の
権

力

に

よ

っ
て
彼

が

伯

に

つ
か

せ

る

べ
き

か

を

決

め

る

た

め

に

ア

ラ

ス

に

い
る

彼

の
許

に
来

る

よ
う

に

召

集

す

る

こ

と

に

た

ず

さ

わ

っ
て

い
た

。

五

月

二

一
日
か

ら

三

一
日

ま

で

、

伯

ギ

ヨ
ー

ム

は
勢

力

を

拡
大

さ
え

す

る
。

一

一
二

八

年

六

月

一
〇

日

、
テ

ィ

エ
リ

は

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
に

来

る

。
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彼

は

、

ガ

ン

の
周

辺

に
あ

る
す

べ

て

の
村

落

を

ま

わ

っ
た

後

、

ブ

リ

ュ
ー
ジ

ュ
に

や

っ
て
き

て
、

同

市

の

人

々

に
よ

っ
て
大

変

な

喜

び

で

も

っ
て

迎

え

ら

れ

た

。

六

月

二

一
日

、

テ

ィ

エ
リ

は

ア

ク

ス

ポ

エ
ー

ル

の
戦

い

で
敗

北

さ

せ

ら

れ

る

。

七

月

四

日

に
伯

ギ

ヨ

ー

ム

は

オ

ー

ス
ト

カ

ン
プ

を

手

に
入

れ

よ
う

と

試

み

る

。

七

月

一

一
日

、

人
質

は

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
で
交

換

さ

れ

る
。

]

一
二

八

年

七

月

二
七

日

あ

る

い
は

二
八

日
、

伯

ギ

ヨ
ー

ム

は

次

の

よ
う

な

結

果

で
死

去

し

た

。

即

ち

、

伯

ギ

ヨ

ー

ム

は

、

ア

ロ

ス
ト

の
城

砦

で

攻

囲

中

に

、
馬

か

ら

投

げ

出

さ

れ

た

。

彼

は
起

き

上

っ
た

が

、

し

か

し

、

彼

の
武

器

に
向

っ
て
自

分

の
右

手

を

の
ば

そ

う

と

し

た

時

、

ひ

と

り

の
敵

の
歩

兵

が

駆

け

出

し

て
き

て

、
伯

の
右

手

の
手

の

ひ

ら

を

槍

で

つ
き

さ

し

た

。

こ

の
よ

う

に

し

て
彼

は

致

命

的

な

傷

を

負

っ
た

。

彼

は
彼

の

騎

士

達

に
見

守

ら

れ

て

死

ん

で

い

っ
た

。

一

方

、

伯

テ

ィ

エ
リ

は

急

速

に

彼

の
権

力

を

拡

大

す

る
。

そ

れ

故

に

、

一

一
二

八

年

七

月

二

九

日

に

、

伯

テ

ィ

エ
リ

は

騎

士

達

の
巨

大

な

勢

力

と

共

に
、

イ

ー
プ

ル

に
行

き

、

そ

こ
を

占

領

し

た

。

伯

テ

ィ

エ
リ

は

、

ま

も

な

く

権

力

を

確

立

し

、

フ

ラ

ン
ド

ル

の
支

配

は

彼

に

よ

っ
て

一
元

化

さ

れ

た

。

伯

テ

ィ

エ
リ

は

ギ

ヨ

ー

ム

の

死

の

時

か

ら

主

権

を

に

ぎ

り

、

す

べ

て

の
都

市

、

即

ち

、

ア

ラ

ス

、

テ

ル

ア

ン

ヌ

、

サ

ン

・
ト

メ
ー

ル
、

リ

ー

ル

、

エ
ー

ル
な

ど

で
彼

は

聖

職
者
と
世
俗
の
人
々
に
よ

っ
て
、
彼
の
良
き
先
任
者
た
ち
の
慣
習
に

従

っ
て
、
好
意
を
も

っ
て
迎
え
ら
れ
、
誠
実
と
オ
マ
ー
ジ
ュ
を
呈
さ

れ
た
。
そ
れ
ら
の
都
市
を
訪
問
し
た
後
、
テ
ィ
エ
リ
は
最
終
的
に
フ

ラ
ン
ス
国
王
と
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
許

へ
行
き

、
両
国
王
は
、
最
も
神

聖
で
敬
慶
な
伯
シ
ャ
ル
ル
が
彼
ら
か
ら
保
持

し
て
い
た
封
十
と
聖
職

禄
と
を
与
え
、
彼
を
伯
と
し
て
認
め
た
の
で
あ
る
。

(
皿

)

　ザ

フ
ラ
ン
ス
国
王
ル
イ
六
世
の
対
応

伯
シ
ャ
ル
ル
暗
殺
後
の

一
一
二
七
-
二
八
年
の
フ
ラ
ン
ド
ル
に
お

い
て
、
国
王
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
か
を
検
討
す
る
こ
と
は

興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
実
際
、
国
王
の
行
動
は
ユ
ー
グ

・
カ
ペ
ー

の
後
継
者
に
よ
る
干
渉
の
中
で
も
、
初
め
て
あ
る
程
度
の
効
果
が
あ

っ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
領
域
君
主
領
の
中
で

も
最
も
強
力
で
最
も
自
立
的
な
ひ
と

つ
で
あ

る
フ
ラ
ン
ド
ル
に
お
け

る
国
王
の
権
力
行
使
の
問
題
を
考
え
た
い
。

前
述
し
た
よ
う
に
、

一
]
二
七
年
三
月
二
日
ブ
リ
ュ
ー
ジ

ュ
に
お

い
て
シ
ャ
ル
ル
は
、
有
力
家
系

エ
ラ
ン
バ
ル
ド

一
族
が
行

っ
た
反
乱

の
犠
牲
と
な
り
、
非
業
の
死
を
遂
げ
た
。
伯

が
政
治
的

・
社
会
的
秩

序
を
回
復
す
る
た
め
に
、

エ
ラ
ン
バ
ル
ド

一
族
が
不
自
由
身
分
、
即
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　や

ち
、
ミ
ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ
ス
出
身

で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
か

ら
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ド
ル
の
状
況
は
極
端
に
混
乱
し
た
。
領
域
の
重

要
な
地
域
、
特
に
南
西
部
で
は
、
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
家

の
庶
子
で
あ
る

ギ
ヨ
ー
ム

・
デ
ィ
ー
プ
ル
の
権
力
下
に
お
か
れ
た
。
他
の
地
方
で
は
、

暗
殺
者
と
そ
の
支
持
者
に
対
す
る
暴
力
的
反
発
が
生
じ
、
三
月
九
日

以
来
、
暗
殺
者
側
の
主
要
人
物
は
ブ
リ

ュ
ー
ジ

ュ
の
強
力
な
城
砦
に
、

周
辺
の
騎
士
や
ブ
リ
ュ
ー
ジ

ュ
市
民
に
よ
り
閉
じ
こ
め
ら
れ
包
囲
さ

れ
た
。
こ
の
攻
囲
軍
に
は
、
す
ぐ
に
ガ
ン
市
民
達
と
伯
領
各
地
方
か

ら
や

っ
て
き
た
貴
族
達
が
加
わ

っ
た
。

伯
に
子
供
が
無
か

っ
た
た
め
、
伯
領
は
直
系
継
承
者
を
失
う
こ
と

に
な

っ
た
。
伯

の
就
任
時
で
は
あ
る
が
、
恐
ら
く
、
シ
ャ
ル
ル
が
そ

の
任
に
つ
か
ん
と
し
た
時
に
、

フ
ラ
ン
ス
国
王
の
裏
か
ら
の
妨
害
工

作
に
よ
り

、
騒
動
が
生
じ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
妨
害
は
表
面
化

し
な
か
っ
た
。
国
王
は
、
ギ
ヨ
ー
ム

・
デ
ィ
ー
プ
ル
に
伯
を
継
が
せ

る
と

い
う

工
作
を
支
持
し
な
か
っ
た
。
シ
ャ
ル
ル
は
、
前
任
の
伯
達

と
同
様
に

フ
ラ
ン
ス
王
権

の
最
も
忠
実
な
重
臣

の
ひ
と
り

で
あ

っ

た
。今

回
は
、
国
王
が
干
渉
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
フ
ラ
ン
ド

ル
は
国
王

の
封
土
で
あ

っ
た
。
多
く
の
傍
系
相
続
者
が
お
り
、
そ
の

中
に
決
定
的
な
資
格
を
持

つ
者
が
い
な
か

っ
た
た
め
、
封
土
の
主
君

で

あ

る

国

王

の
成

す

べ
き

こ
と

は

、

伯

に

ふ

さ
わ

し

い
資

格

を

持

つ

別

の
人

物

を

指

名

す

る

こ
と

で
あ

っ
た

。

そ

の

上

フ

ラ

ン

ド

ル
は

、

多

く

の
問

題

で
争

っ
て

い
る

フ

ラ

ン

ス
王

権

に
と

っ
て

、
重

要

な
支

え

で
あ

っ
た

の

で
、

ル
イ

⊥ハ
世

は

そ

の
長

と

し

て
信

頼

で
き

る
忠

実

な

家

臣

を

検

討

す

る
よ

う

に
心

が

け

ね

ば

な

ら

な

か

っ
た

。

国

王

の
介

入

の
第

一
局

面

は

ア

ラ

ス

に
あ

っ
た

。

ル
イ

六

世

は

、

伯

暗

殺

の
知

ら

せ
を

聞

い
て

か

ら

、

こ

こ

に
赴

き

、

一
方

で

は
敵

で

あ

る

イ

ギ

リ

ス

国

⊥

ヘ

ン
リ

一
世

と

プ

ロ
ア
伯

テ

ィ

ボ

ー

四

世

側

の

敵

対

行

動

を

恐

れ

て

い
た

。

国

王

は

三

月

一
三

日

、
少

数

の
騎

十

を

伴

っ
た

だ

け

で

ア

ラ

ス
に

い
た

。

国

王

は

ア

ラ

ス

へ
と

貴

族

達

を

召

集

す

る
書

簡

を

送

る

。

ガ

ル

ベ
ー

ル
は

こ

の
く

だ

り

を

次

の
よ

う

に

述

べ

る
。

即

ち

、

三

月

二

〇

日

、

大

修
道

院

長

聖

ヴ

ノ

ア
を

祝

う

前

ゐノ
も
ロ
コ
へ

　

ムムゐ　しヘ
へ

ゑ

ア

へ
も

ラ
チノ　ヨ
　
　
オ
コヰト
コ
ニ
のつ
エヨ
へへに　
ま
ロニ
リ
コヘ

トえ
　

、雁

に

匡

ユユ
に

フ

ニノ
ヌ
・カ
ρ
,ぢ

田
凹
び
ヨ耐
ユ左
、ヨ
φへ
且『
彦

導疋
「

征

0

親

戚

で
あ

る

シ

ャ

ル

ル
、

そ

し

て

フ

ラ

ン
ド

ル

で
最

も

正

し

い
伯

の

仇

を

討

つ
こ

と

に

対
す

る
彼

の
す

べ

て

の
感

謝

の
念

を

送

っ
た

。

「余

は

お

ま

え

た

ち

に
加

わ

る

好

ま

し

い
機

会

を

現

在

持

っ
て

い

な

い
。

何

故

な

ら

、

余

は

犯

罪

と

攻

囲

に

つ
い

て
聞

き

知

る

や

い
な

や

、

わ

ず

か

な

家

臣

達

と

共

に

こ

こ

に
急

い

で

や

っ
て
き

た

か

ら

で

あ

る

。

何

故

な

ら

、
余

が

知

り

及

ん

だ

の

で
、

籠

城

軍

に
対

し

て

、

彼

ら

の
犯

罪

を

防

禦

し

、

あ

ら

ゆ

る
方

法

で
彼

ら

の
脱

走

の
た

め

に
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働
く
多
く

の
者
が
依
然
と
し
て
い
る
か
ら
、
こ
の
土
地
の
裏
切
り
者

の
中
に
余

が
落
ち
る
の
は
賢
明
で
な
い
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

…
…
こ
の
土
地
は
現
在
よ
り
も

一
層
重
大
な
危
機
に
よ

っ
て
脅
か
さ

　り

れ
、
伯
な

し
で
は
長
く
続
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。」

ア
ラ
ス
は
フ
ラ
ン
ド
ル
の
南
端
に
位
置
し
た
が
、
こ
こ
の
司
教
は

国
王
と
親
密
な
関
係
に
あ
り
、
す
ぐ
に
も
国
王
の
権
威
下
に
入
ろ
う

と
し
た
。
恐
ら
く
、
国
王
は
こ
の
司
教
都
市
に
滞
在
し
た
。

到
着
し

て
以
来
、
国
王
は
自
ら
の
主
催
で
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
状
況

に

つ
い
て
審
議
を
は
じ
め
た
。
こ
の
審
議
に
は
、
ア
ラ
ス
ま
で
国
王

に
伴

っ
た
り
あ
る
い
は
そ
こ
で
再
び
合
流
し
た
フ
ラ
ン
ス
騎
士
が
確

実

に
参
加

し
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら
に
加
え
て
、
更
に
多
人
数

の

フ
ラ
ン
ド

ル
騎
⊥
も
国
王
と
協
議
を
行

っ
た
。
ま
ず
は
伯
領
南
部
の

騎
十
達
が

、
他

の
騎
十
達
よ
り
も
速
や
か
に
到
着
で
き
た
し
、
あ
る

い
は
国
王

の
も
と
に
自
発
的
に
赴

い
た
。
次
に
、
ブ
リ
ュ
ー
ジ

ュ
の

カ
ス
ト
ル
ム
包
囲
に
参
加
し
た
騎
士
達
で
あ
り
、
こ
の
者
達
を
国
王

は
、
伯
領
北
部
の
状
況
に
関
す
る
情
報
を
得
て
す
ぐ
に
召
集
し
た
。

注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
召
集
が
命
令
書

の
形
式
で
行
わ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
即
ち
、
国
王
が
自
ら
の
権
威
に
服
す
る
人
物
あ
る
い
は
共
同

体
に
命
令
を
伝
え
る
の
に
使
用
す
る
形
式
で
あ
る
。
国
王
の
意
志
に

従

っ
て
、

幾
人
も
の
フ
ラ
ン
ド
ル
騎
士
が
、
ア
ラ
ス
に
赴
く
た
め
に

ブ

リ

ユ
ー

ジ

ュ
を

離

れ

た

。

討

議

の

主

な

テ
ー

マ
は

当

然

、

新

た

な

伯

の
選

出

で
あ

る
。

候

補

者

は

多

か

っ
た

。

ギ

ヨ

ー

ム

・
デ

ィ

ー
プ

ル
は

、

伯

領

の

一
党

派

の

指

導

者

で

あ

り

、

シ

ャ

ル

ル
暗

殺

者

と

利

害

を

同

じ

く

す

る
と

疑

わ

れ

て

い
た

。

国

王

は

伯

と

し

て
彼

を

望

ま

な

か

っ
た

。

若

き

ホ

ラ

ン

ト

伯

テ

ィ

エ
リ

六

世

は

、

フ

ラ

ン

ド

ル
伯

家

と

親

戚

関

係

に
あ

り

、

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
市

民

の
商

業

を

援

助

す

る

の
と

同
時

に
妨

害

で
き

る

立

場

に
も

い
た

。

エ

ノ

ー
伯

ボ

ー
ド

ゥ

ア

ン

四
世

は

、

ロ
ベ

ー

ル

・

ル

・
ブ
リ

ゾ

ン

に
よ

り

追

放

さ
れ

た

伯

家

の
嫡

流

家

系

を

代

表

す

る

人

物

で

あ

る

た

め

、

合

法

的

な

候

補

者

で
あ

る

。

ア

ル

ヌ

ル

フ

・

ド

・
デ

ン

マ
ー

ク
は

亡

き

伯

の
甥

で
あ

り

、

テ

ィ

エ
リ

・
ダ

ル

ザ

ス

は

オ

ー

ト

・
ロ

レ

ー

ヌ
公

テ

ィ

エ
リ

の
息

子

に

し

て

、

母
を

通

じ

て

ロ
ベ

ー

ル

・
ル

・
ブ
リ

ゾ

ン

の
孫

で
あ

る

。

討

議

は

少

な

く

と

も

三

月

二

三

日

ま

で
続

い
た

。

ボ

ー

ド

ゥ

ア

ン

・
ド

・
エ

ノ

ー

は

権

利

を

引

き

立

た

せ

る

た

め

に

自

ら

が

現

れ

た

。

国

下

に
対

し

て

は
、

シ

ャ
ル

ル
を

継

承

す

る

よ
う

に

求

め

ら

れ

た

ら

、
フ

ラ

ン
ド

ル

に
厳

正

な
治

安

を

行

き

渡

ら

せ

る
と

約

束

し
た

。

恐

ら

く

、

彼

は

更

に

別

の

約

束
を

す

る

と

提
案

し

て

い
た

。

彼

に

伴

っ
た

一
行

多

数

の

メ

ン

バ

ー

が
、
こ

の

や
り

と

り

で
彼

を

支

持

し
た

。

こ

の

一
行

は

ル
イ

六

世

の

目

を
引

い
た

は

ず

で

あ

っ
た

。

一
〇
七

一
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年

以

来

フ

ラ

ン

ド

ル

の
伝

統

的

な

敵

で
あ

る

エ
ノ

ー

伯

を

領

主

と

し

て
戴

く

事

へ
の
恐

れ

か

ら

、

伯

と

し

て

国

王

の
息

子

の
ひ

と

り

を

選

出

す

る

よ

う

要

請

す

る

よ

う

駆

り

立

て

ら

れ

た

者

も

い
た

。

フ

ラ

ン

ド

ル

に

カ

ペ

ー
家

の
伯

領

を

作

ろ
う

と

す

る

の
は

、

国

王

を

冒
険

的

政

策

へ
と

引

き

ず

り

込

む

事

で
あ

り

い
わ

ん

や

フ

ラ

ン
ド

ル
を

「
王

領

」

に
編

入
す

る

の
は

論

外

で
あ

っ
た

。

ル
イ

六

世

は

、

ノ

ル

マ
ン

デ

ィ
公

ロ

ベ
ー

ル

の
息

子

で

ク

リ

ト

ン

と

呼

ば

れ

る

ギ

ヨ
ー

ム
を

来

さ

せ

た

。

彼

は

、

叔

父

で
あ

る

イ

ギ

リ

ス

国

王

ヘ

ン
リ

ー

一
世

に

ノ

ル

マ

ン
デ

ィ
公

領

を

奪

わ

れ

、

監

視

さ

れ

て

い
た

。
ギ

ヨ

ー

ム

の
祖

母

で

ウ

ィ
リ

ア

ム
征

服

王

の
妻

で
あ

り

、

フ

ラ

ン
ド

ル

伯

ボ

ー

ド

ゥ

ア

ン

五

世

の

娘

で

あ

る

マ

チ

ル

ド

に

よ

り

、

フ

ラ

ン
ド

ル
伯

領

を

相

続

す

る

権

利

を

彼

は

主
張

し

た

。

二

二
七

年

三

月

二

三

日

、

あ

る

い
は

こ

の
少

し
後

の

日
付

で
あ

る

が

、

国

王

は

ギ

ヨ

ー

ム

・
ド

・
ノ

ル

マ
ン

デ

ィ
を

フ
ラ

ン
ド

ル
伯

に
任

命

し

、

居

合

わ

せ

た

騎

士

達

は

こ

の
問

題

に

対

す

る

承

認

を

表

明

し

た

。ア

ラ

ス

で

の
会

議

の
最

終

段

階

が

展

開

し

た

様

子

を

理

解

で
き

る
。
先

ず

は

国

王

に

よ

る

「
任

命

」

が
あ

り

、
次

に

国

王

の
要

請

で
、

騎

士

達

が

任

命

さ

れ

た

候

補

者

の

「
選

挙

」

に
取

り

か

か

っ
た

。

恐

ら

く

、

騎

士

の
ひ

と

り

、

ゴ

ー

テ

ィ

エ

・
ル

・
ブ

テ

ィ

エ
が

選

挙

を

行

っ
た

最

初

の
人

物

で

あ

り

、

次

に
そ

の
他

の
者

達

が

行

っ
た

。

ロ

ベ

ー

ル

・
ド

・
ベ
チ

ュ
ー

ヌ
、

イ

ワ

ン

・
ダ

ロ

ス
ト

、

リ

ー

ル

の
城

主

は

、
ギ

ヨ
ー

ム
を

「
支

持

し

た

。
」

こ

の
選

挙

は

、
当

時

、

「
任

命

」

の
後

で

行

わ

れ

た

殆

ど

の
選

挙

と

同

様

に
、

出

来

れ
ば

満

場

一
致

で

国

王

の
任

命

、

即

ち

国

王

の
見

解

に
同

意

す

る
も

の

で
あ

り

、
承

認

と

約

束

を

行

う

も

の

で
あ

っ
た

。

国

王

の
視

点

に
身

を

置

い
て

い
た

シ

ュ
ジ

ェ
ー

ル
は

国

王

に
よ

り

成

さ

れ
た

決

定

を

書

き

と

ど

め

る

に

し

か

す

ぎ

な

い
。

即

ち

、

国

王

が

ギ

ヨ

ー

ム

・
ド

・
ノ

ル

マ

ン
デ

ィ

ヘ
レ

　

を

フ

ラ

ン
ド

ル
伯

に
し

た

、

と

。

「
選

挙

」

に
続

い
て

、

ギ

ヨ

ー

ム

を

フ
ラ

ン
ド

ル

伯

と

し

て

国

王

の
家

臣

と

す

べ
き

法

的

行

為

か
行

わ

れ

た

。

お

そ

ら

く

ギ

ヨ
ー

ム

が

国

王

に
臣

従

し

、
忠

誠

の
誓

い
を

行

っ
た

後

に

、

ル
イ

六

世

は

こ

の

封

土

を

彼

に
授

け
た

。

ア

ラ

ス
会

議

の
法

的

性

格

を

明

確

に

す

る

の
が

重

要

で
あ

る

。

こ

こ

で

は

フ
ラ

ン

ス
と

フ
ラ

ン
ド

ル

の
騎

士

が

国

王

の
主

催

の
下

で
協

議

を

行

っ
た

。

こ

の
会

議

は

、

廷

臣

会

議

(ク

リ

ア

・
レ
ギ

ス
)

で

あ

り

、

国

王

の
家

臣

か

ら

成

っ
て

い
た

。

し

か

し

な

が

ら

、

フ

ラ

ン

ド

ル

騎

士

が

、

国

王

や
そ

の
家

臣

と

共

に

こ

の
会

議

で
議

席

を

占

め

る

よ

う

に
召

喚

さ

れ

た

こ
と

は

、

い
か

に
し

て
説

明

で
き

る
か

む

つ

か

し

い
。
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伯
領
が
国
王
の
手
中
に
あ
り
、
国
王
が
資
格
保
有
者
に
伯
領
を
与

え
た
た
め

に
、
国
王
は
フ
ラ
ン
ド
ル
住
民
に
彼
の
決
定
を
示
す

の
に
、

再
び
命
令
書
を
使
用
し
た
。
実
際
、
国
王
は
こ
の
種
の
証
書
に
よ
り
、

ギ
ヨ
ー
ム

・
ク
リ
ト
ン
の
選
出
を
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ユ
と
フ
ラ
ン
ド
ル
全

体
に
正
式

に
通
告
し
た
。
同
じ
命
令
書
で
、
国
王
は
ギ
ヨ
ー
ム
を
伯

と
し
て
、
領
主
と
し
て
、
彼
に
従
う
よ
う
彼
ら
に
命
じ
て
い
る
。

国
王
の
不
安
定
な
封
土
で
あ
り
、
空
席
で
確
か
な
相
続
者
も

い
な

い
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
の
授
与
は
、
特
に
フ
ラ
ン
ド
ル
騎
士
の
内
部
で

反
対
す
る
者
は
い
な
か

っ
た
。

別
の
社
会
階
級
の
人
々
は
、
非
常
に
急
進
的
な
立
場
を
取
り
、
国

王
が
訴
え

る
事
が
で
き
る
実
際
的
な
権
利
に
対
抗
し
て
、
全
く
別
種

類

の
主
張

を
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
即
ち
、
市
民
が
そ
う

で
あ
る
。

実
際
に
、
三
月
三
〇
日
に
ブ
リ

ュ
ー
ジ

ュ
で
国
王

の
命
令
書
が
読
ま

れ
た
と
き
、
こ
の
都
市

の
市
民
は
自
分
達
の
決
定
を
用
意
し
て
い
た
。

彼
ら
は
領
主
ら
と
ひ
と
つ
の
協
定
を
結
び
、
そ
れ
に
よ
り
契
約
当
事

者
は
新
た
な
伯
の
任
命
に
関
し
て
は
、
全
員

一
致

の
承
認
の
み
で
態

度
を
決
め
る
と
約
束
し
た
。
ブ
リ

ュ
ー
ジ

ュ
市
民
が
宣
言
し
た
の
は
、

自
分
達
が
国
王
の
命
令
に
従
う
か
、
そ
れ
に
服
す
る
の
を
拒
否
す
る

か
ど
う
か
を
決
め
る
前
に
仲
間
と
協
議
を
行
う
と

い
う
こ
と
で
あ

っ

た
。

ア

ラ

ス

で

ル

イ

六

世

の
主

催

で
開

か

れ

て

い
た

国

王

の
会

議

は

、

さ

ら

に

フ

ラ

ン

ド

ル

伯

領

の
継

承

以

外

の
問

題

を

扱

っ
て

い
た

。

会

議

は

司

法

的

権

限

を

行

使

し

て
、

シ

ャ

ル

ル

の
殺

害

者

に
死

刑

と

財

産

没

収

を

宣

告

し

、

没

収

さ

れ

た

財

産

を

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
の
カ

ス
ト

ル

ム
包

囲

戦

に
参

加

し

た

フ

ラ

ン
ド

ル

騎

十

に

分

配

し

た

。

国

王

の
干

渉

の
第

二

段

階

は

当

然

ブ

リ

ュ
ー
ジ

ュ
に

あ

っ
た

が

、

フ

ラ

ン

ド

ル

の

そ

の
他

の
地

方

で
も

同

じ

で
あ

っ
た

。

司

法

的

に
第

]
段

階

と

区

別

さ

れ

る

の
は

、

そ

れ

以

来

、

新

し

い

フ

ラ

ン
ド

ル
伯

が

お

り

、

伯

領

が
も

は

や

国

王

の
手

中

に

な

か

っ
た
事

で
あ

る

。

し

か

し
な

が

ら

、

国

王

は

新

伯

に
伴

い
、

フ

ラ

ン
ド

ル

で
ギ

ヨ

ー

ム

・
ク

リ

ト

ン

の
権

威

を

確

立

す

る

た

め

に
用

意

さ

れ

た

全

て

の
行

動

で
決

定

的

な

役

割

を

演

じ

た

。

国

王

は

ア

ラ

ス
と

リ

ー

ル

で

フ

ラ

ン

ド

ル

の

家

臣

の
伯

に
対

す

る

誓

約

と

臣

従

の

宣

言

に

立

ち

会

っ

た

。

ま

た

、

国

王

は

ブ

リ

ュ
ー
ジ

ュ
と

ガ

ン

の
市

民

の
代

表

者

や

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
城

主

と

の
交

渉

に
も

参

加

し

た

。

ギ

ヨ

ー

ム

・
ク

リ
ト

ン

に
伯

の
地

位

を

承

認

す

る

の
と

引

き

替

え

に

こ
れ

ら

の
都

市

に
認

め

る

こ
と

に

な

る

特

権

の
件

に
関

し

て

で
あ

っ
た

。

そ

し

て
、

ル
イ

六

世

は

伯

と

共

に

、

シ

ャ

ル

ル

に
対

す

る
陰

謀

に
巻

き

添

え

に
な

っ

た

ボ

ー

ド

ゥ

ア

ン

・
ア
ケ

ッ
ト

・
エ
ラ

ン

バ

ル
ド

に
代

わ

っ
て
、

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ

の
新

城

主

を

任

命

し

た

。

そ

の
人

物

は

ブ

リ

ュ
ー
ジ

ュ
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北

方

の
有

力

騎

士

で
、

暗

殺

者

に

対

す

る

闘

争

で
主

導

権

を
握

っ
た

ジ

ェ
ル

ヴ

エ

・
ド

・
プ

レ

で
あ

る
。

四

月

五

日

に
ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
に

到

着

し

て
か

ら

、

攻

囲

戦

の
み

な

ら
ず

フ
ラ

ン
ド

ル

で

の

軍
事

作

戦

の
全

体

を

指

揮

し

た

の
は

国

王

で

あ

り

、

伯

は

そ

の
手

足

の
役

割

で

し

か

な

か

っ
た

。

非

常

に

特

徴

的

な
次

の
よ

う

な

出

来

事

が
生

じ

た

。

即

ち

、

あ

る
時

、
籠

城

軍

と

何

人

か

の

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
市

民

の
間

に

接

触

が

続

い
て

い
た

の
が

明

ら

か

に

な

っ
た

。

こ

の

よ
う

な

接

触

を

禁

じ

、

違

反

者

に

課

す

べ
き

罰

を

定

め

た

の
は

、

国

王

の
命

令

で

あ

り

国

王

の
会

議

で
協

議

さ

れ

た

こ

と

で

あ

っ
た

。

フ
ラ

ン
ド

ル
伯

は

い
た

が

、

国

王

は

幾

つ
か

の
政

治

行

為

に
参

加

し

、

自

分

自

身

で
重

要

な
行

為

を

行

っ
た

。

国

王

に

つ
ぐ

支

配

者

が

エ
ヨヨ
ヘ
ラ
　ヨ
ヘロ
ヘ

コ
ヘ

ロ
ロ　き
ヘ

ヨ

　
　ゐゴこ
おノ
ヨ
リへ
のゐ
しブムロロ
ノ
コ

へ

し

へ
つ

ノ
コ

崔

毎

¢
∬

焦

に

レ
た

力

作
ゲ

楕

励

ー3

筆

淀

し

て

v
な

v
,

こ
ホ

ら

の

状

況

を

利

用

し

て

、

ル

イ

六

世

が

新

し

い
規

範

を

認

め

さ

せ

よ

う

と

し

た

こ
と

が

確

認

で
き

る

。

こ

の
会

議

は

一
時

的

に

ク

リ

ア

・
コ

ミ

テ

ィ

ス

(伯

の
会

議

)

を

吸

収

す

る

。

ブ

リ

ュ
ー
ジ

ュ
に
新

伯

が

居

住

す

る

際

に
、

国

王

は

、

そ

の
状

況

に

慎

重

さ

を

示

し

た
。

二

二

七

年

四

月

六

日

に
伯

が

ブ

リ

ュ
ー
ジ

ュ
市

民

と

ア

ー

ル

デ

ン
ブ

ー

ル

の
人

々

に
、

味

方

を

し

た

報

酬

と

し

て
、

彼

ら

の
新

し

い
特

権

を

保

障

し

た

特

許

状

を

与

え

た

時

に
国

⊥

は

臨

席

し

た

。

だ

が

、

こ

の
特

許

状

は

伯

の
特

許

状

で
あ

っ
た
。

国

王

は

市

民

に
保

証

を

与

え

る

に
と

ど

め

た

。

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
市

民

は

同

じ

日

に

誓

約

と

臣

従

を

行

い
、

そ

の
よ

う

に

し

て

こ

の
都

市

の
市

民

が

共

同

体

を

構

成

し

、

こ

の
共

同

体

が

領

主

に
対

し

て
貴

族

の
家

臣

と

同

じ

権

利

関

係

を

主

張

し

た

時

に
も

、

国

王

は
臨

席

し

た
。

だ

が

誓

約

と

臣

従

は

伯

に

行

わ

れ

た

の

で

あ

り

、

国

王

に

で

は

な

い
。

多

分

、

国

王

は

四
月

六

日

に
、

ブ

リ

ュ
ー
ジ

ュ
で
伯

の
家

臣

に

よ
り

ギ

ヨ
ー

ム

に
行

わ

れ

た

誓

約

と

臣

従

の
宣

誓

に
出

席

し

た
と

推

定

さ

れ

る

。

ま

た

、

お

そ

ら

く

伯

は

国

王

の
面

前

で
特

権

の
証

書

を

ガ

ン

市

民

に

授

与

し

た

。

国

王

が

将

来

に
お

け

る

干

渉

の
可

能

性

を

確

保

し
た

と

い
う

点

で

の
み

ひ

と

つ
の
問

題

点

が

あ

る
。

ブ

リ

ュ
ー
ジ

ュ
の

サ

ン

・
ド

ナ

テ

レ

ひ

ノ

こ

もあも
エものゐコお　
トユも
　

ゐ　
ニ
コ
　

く
ゐヘ
リ
コ
　

も
コ

　や

　

ラ
つ

コ
　
げ
し　ド
ごの
ち　　

4
フ

ン
郭

ゐ
エ
4
多
珪
込
工
び
.蕾
E
脾

二口
動
万
に
ン
一
レ
て
,て
菱

そ

こ
ナ
『
に
引
建
斤

に

重

要

で
あ

っ
た

。

遅

く

と

も

一
〇
八

九

年

以

来

、

サ

ン

・
ド

ナ

テ

ィ

ア

ン
教

会

の
司

祭

長

は

フ

ラ

ン
ド

ル

の
高

官

で
あ

り

、
結

果

と

し

て

伯

領

の
膨

大

な

領

域

の
管

理

を

行

っ
た

。

こ

の
人

物

は
資

格

に
お

い

て
、

非

常

に
裕

福

で
尊

敬

さ

れ

る
参

事

会

の
長

で
あ

っ
た

。

伯

領

へ
の
彼

の
影

響

力

は

、

幾

つ
か

の
状

況

で
決

定

的

で
あ

っ
た

。

最

後

の
資

格

保

持

者

で
あ

る

ベ

ル
ト

ゥ

ル

フ
が

エ
ラ

ン

バ

ル

ド

]
族

の
反

乱

の
指

揮

者

で
あ

っ
た

た

め

、

こ

の
地

位

は

空

席

で
あ

っ
た

。
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一
一
二
七
年
四
月
六
日
、
ブ
リ
ュ
ー
ジ

ュ
到
着
の
翌
日
、
ル
イ
六

世
と
ギ
ヨ
ー
ム

・
ク
リ
ト
ン
は
厳
粛
な
会
議
に
出
席
し
た
。
こ
の
会

議
中
に
、
サ
ン

・
ド
ナ
テ
ィ
ア
ン
の
教
会
参
事
会
員
は
特
許
状
を
朗

読
し
た
が

、
そ
の
内
容
は
、
国
王
と
伯
が
教
会
参
事
会
の
諸
特
権
、

と
り
わ
け
教
皇
勅
書
で
規
定
し
た
と
さ
れ
る
自
由
で
シ
モ
ニ
ア
の
汚

点
が
な

い
首
席
司
祭
の
選
出
を
確
認
し
、
こ
れ
を
尊
重
す
る
と
約
束

し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
王
の
臨
席
の
場
合
に
は
、

国
王
が
選

出
さ
れ
た
首
席
司
祭
を
確
認
し
、
国
王
特
有
の
権
力
に
お

い
て
そ
の
職
に
召
き
、
国
王
の
欠
席

の
場
合
に
は
、
伯
が
代
理
人
と

し
て
彼
自
身

の
権
力
を
行
使
し
て
、
首
席
司
祭
の
叙
任
を
果
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
た
。
多
分
、
ア
ラ
ス
で
行
わ
れ
た
事

前
交
渉
の
結
果
に
よ
り
、
国
王
と
伯
に
よ
り
起
草
さ
れ
た
特
許
状
が

問
題
で
あ

る
。
形
式
に
関
し
て
は
、
こ
の

「祝
福
さ
れ
た
ド
ナ
テ
ィ

ア
ン
教
会

の
自
由
と
特
権
の
特
許
状
」
。鍔
二
巴
ま
・『§
房
。8
す
。・一器

9

℃
ユ
<
一一。
σq
δ
≡
ヨ

げo
㊤二
一)
o
霧
二
9三
は
国
王
の
規
範

に
す
ぎ
な
か

っ
た

が
、
ル
イ

六
世
の
王
璽
が
確
実
に
押
し
て
あ

っ
た
。
多
分
、
伯
は
三

人
称
で
し

か
問
題
に
な
ら
な
か

っ
た
。
首
席
司
祭
の
紹
介
と
確
認
の

権
利
は
国
王
の
も

の
で
あ

っ
た
。

ル
イ
六
世
は
他

の
理
由
か
ら
自
身
の
特
権
を
使
用
し
た
。
彼
は
ブ

リ

ュ
ー
ジ

ュ
に
こ
の
司
教
区
の
精
神
的
な
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ノ
ア
イ

ヨ
ン
司
教
i

「国
王
の
」
司
教
で
あ
る
ー
を
来
さ
せ
、
サ
ン

・
ド
ナ

テ
ィ
ア
ン
教
会
の
調
停
と
伯
シ
ャ
ル
ル
の
葬
儀
に
取
り
か
か
ら
せ
る

事
に
し
た
。
全
て
が
行
わ
れ
た
時
に
、
国
王
と
司
教
は
そ
ろ
っ
て
、

教
会
参
事
会
の
新
し
い
首
席
司
祭
と
し
て
教
会
参
事
会
員
で
あ
る
ロ

ジ

ェ
を
、
そ
の
職

へ
と
招
き
入
れ
た
。
こ
れ
は
四
月
二
五
日
に
行
わ

れ
た
。
ル
イ
六
世
は
諸
事
件
か
ら
多
大
な
物
的
利
益
を
引
き
出
し
た
。
新

伯
に
対
し
て
国
王
は

]
○
○
○
銀

マ
ル
ク
と

い
う
極
端
に
高
額
な
相

続
上
納
金

の
支
払
い
を
求
め
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
こ
の
援
助

金
は
ギ
ヨ
ー
ム

・
ク
リ
ト
ン
就
任
後
の
数
ヶ
月
間
に
支
払
わ
れ
、
最

初
こ
の
取
り
決
め
は
秘
密
裏
に
成
さ
れ
た
が
、
伯
も
国
王
も
そ
の
後

は
こ
の
事
を
隠
す
事
も
な
か

っ
た
。

非
常
に
深
い
尊
敬
が
国
王
の
尊
厳
に
対
し
て
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
騎

士
、
聖
職
者
及
び
市
民
に
よ
り
表
明
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
騎

士
、
聖
職
者
及
び
市
民
は
大
胆
に
も
国
王
の
宣
誓
を
求
め
、
国
王
は

こ
の
要
求
に
素
直
に
応
じ
た
。
国
王
は
反
乱
者
を
赦
さ
ぬ
事
を
宣
誓

の
下
で
約
束
し
た
。
国
王
が
相
続
援
助
金
を
要
求
し
な

い
と
約
束
し

た
の
は
誓

い
を
立
て
て
の
事
で
あ

っ
た
。
サ
ン

・
ド
ナ
テ
ィ
ア
ン
教

会
参
事
会
員

の
請
願
に
よ
り
、
四
月
六
日
に
国
王
は
教
会
参
事
会
に

授
与
さ
れ
た
特
権
を
尊
重
し
、
伯
が
こ
れ
を
尊
重
す
る
よ
う
に
注
意
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を

払

う

と

誓

っ
た

。

同

じ

日

に

、

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
市

民

の
請

願

に

よ

り

、

国

王

は

誓

い
を

た

て

て
、

伯

に

よ

り

都

市

に
認

め

ら

れ

、
伯

の

特

許

状

に

記

録

さ

れ

た

特

権

を

保

障

し

た

。

最

後

に

四
月

一

一
日

よ

り

も

前

に

、

サ

ン

・
ト

メ

ー

ル
市

民

に

よ

っ
て
ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
に

派

遣

さ

れ

た

代

表

の
請

願

に

応

じ

て

、

国

王

は

や

は

り

誓

い

の

下

で
、

伯

に

よ

り

こ

の
都

市

に
承

認

さ

れ

た

特

権

を

保

障

し

た

。

い

っ
た

ん

反

乱

者

の
降

伏

が
受

け

容

れ

ら

れ

、

シ

ャ

ル

ル

の

葬

儀

と

サ

ン

・
ド

ナ

テ

ィ

ア

ン

の
新

し

い
首

席

司

祭

の
就

任

が
実

現

す

る

と

、

国

王

に
と

っ
て
は

果

す

べ
き

ひ

と

つ

の
職

務

が
残

る

こ

と

に

な

っ
た

。

即

ち

、

ギ

ヨ

ー

ム

・
ク

リ

ト

ン
を

援

助

し

て

ふ

た

り

の
継

承

権

の
主

張

者

を

排

除

す

る

こ

と

で

あ

っ
た

。

こ

の

ふ

た

り

と

は

、

伯

領

の

一
部

を

占

領

し

て

い
る

ギ

ヨ
ー

ム

・
デ

ィ

ー
プ

ル

と

エ
ノ

ー

伯

ホ

ー

ド

ゥ

ア

ン

で
あ

6
た

,

五

月

五

日

に

二

八
名

の

反

乱

者

の
処

刑

を

命

じ

た
後

、

六

月

に
国

王

は

ブ

リ

ュ
ー
ジ

ュ
を

去

っ
た

。

カ

ッ
セ

ル

に
到

着

す

る

と

、

国

王

は

ロ

ベ

ー

ル

・
ラ

ァ

ン

フ

ァ

ン
を

斬

首

さ

せ

た
。

こ

の
者

は

エ

ラ

バ

ル
ド

の
家

系

の

メ

ン
バ

ー

で
は

あ

っ
た

が

、

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
市

民

が

愛

情

を

持

ち

続

け

た

人

物

で
あ

っ
た

。

次

い
で

、

国

王

は

フ

ラ

ン
ド

　　
　

ル
を

去

っ
た

。

し

か

し

な

が

ら

、

翌

年

に
な

る
と

、

国

王

は

再

び

フ

ラ

ン
ド

ル
問

題

に
腐

心

し

た

。

一

一
一
一八

年

の
介

入

は

「
大

封

土

」

に

お

け

る
王

権

行

使

の
歴

史

に
と

っ
て
利

益

を

示

し

て

い
る
。

幾

つ
か

の
事

件

が

知

ら

れ

て

い
る

。

伯

ギ

ヨ
ー

ム

・
ク

リ
ト

ン
は

都

市

民

に
対

し

て
行

わ

れ

た

約

束

を

尊

重

し

な

か

っ
た

。

リ

ー

ル
、

サ

ン

・
ト

メ

ー

ル

、

ガ

ン
、

ブ

リ

ュ
ー

ジ

ュ
と

い

っ
た

幾

つ
か

の
重

要

な

都

市

が
抵

抗

し

た
。

一

一
二

七

年

に
排

除

さ

れ

た

伯

立

候

補

者

の

ひ
と

り

、

テ

ィ

エ

リ

・
ダ

ル

ザ

ス
が

貴

族

の

.
党

派

と

ガ

ン

や
ブ

リ

ュ
ー
ジ

ュ
の
市

民

に
承

認

さ

れ

た

。

第

二

の
候

補

者

で

シ

ャ

ル

ル

の
甥

で
あ

る

ア

ル

ヌ

ル

フ
は

別

の
貴

族

集

団

と

サ

ン

・
ト

メ

ー

ル
市

民

に
よ

り

支

持

さ

れ

た

。ギ

ヨ
ー

ム

・
ク

リ

ト

ン
は

、
動

乱

の
先

頭

に
立

と

う

と

し

つ
つ
も

、

国

王

に

す

が

っ
た

。

伯

が

ル
イ

六

世

に
あ

て
た

書

簡

は

、

ギ

ヨ
ー

ム

・
p

p

・
"
-
/
]」
・
一

〆
,
一)
'」L「ー

コ
」一"

)
)

,
一)

'
■ヨ
"
コ
ゴ
'、
」「
一、

ア

を

フ
ニ
ノ
・!
ト

几
〃什
∴
伝
、し

ナ
ハ
び

に
【巨
1」
て
カ
}
〈
ナ
ハ
び
を

荊
尤走

諏
⊂
蒸

一ノ

ラ

ン
ド

ル
を

「
王

国

の
中

で
最

も

忠

誠

で
強

力

な

部

分

」

と

形

容

し

て

い
た

。

こ

の
手

紙

に
よ

れ

ば

、

伯

は

国

王

が

フ

ラ

ン
ド

ル

に
来

る

よ
う

に

懇

願

し

て

い
た

。

伯

に
と

っ
て

は
、

国

王

の
存

在

が

フ
ラ

ン
ド

ル

人

に
忠

誠

を

よ

み
が

え

ら

せ

る

は
ず

だ

っ
た

。

国

王

は

フ
ラ

ン
ド

ル
各

都

市

に
、

四
月

一
五

日
ま

で

に
、

ア

ラ

ス

に

八
名

の
代

表

者

を
派

遣

す

る

よ

う

に
命

じ
た

。

そ

の

目
的

は

、
彼

ら
と

共

に

国

王

の
宮
廷

に

一84一



お
い
て
、
市
民
と
伯

の
問
に
お
け
る
紛
争
問
題
を
協
議
し
、
両
者
間

に
平
和
を
再
確
立
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ

っ
た
。

自
ら
の
政
策
が
前
年
に
獲
得
し
た
成
功
に
勇
気
づ
け
ら
れ
、
最
高

権
力
の
名

に
お

い
て
、
国
王
は
再
び
フ
ラ
ン
ド
ル
問
題
に
介
入
し
た
。

伯

の
権
威
は
無
視
さ
れ
て
い
る
が
、
国
王
自
ら
の
権
力
は
揺
る
が
な

い
と
ル
イ
六
世
は
思

っ
て
い
た
。
以
上
の
事
か
ら
、
国
王
は
フ
ラ
ン

ド
ル
人
に
命
令
を
行

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ブ
リ
ュ
ー
ジ

ュ
市
民

は
こ
の
命
令
に
服
従
拒
否

で
応
じ
た
。
彼
ら
に
よ
り
行
わ
れ
た
ひ
と

つ
の
声
明
は
、
伯
ギ
ヨ
ー
ム

・
ク
リ
ト
ン
の
権
威
を
拒
否
し
、
テ
ィ

エ
リ

・
ダ

ル
ザ
ス
の
権
威
を
承
認
す
る
理
由
を
示
し
た
。

四
月
二

〇
日
頃
、
ル
イ
六
世
は

コ
ン
ピ

エ
ー
ニ
ュ
で
ギ
ヨ
ー
ム

・

ク
リ
ト
ン
の
訪
問
を
受
け
た
。
ギ
ヨ
ー
ム
は
国
王
に
、
主
君
に
よ
り

家
臣
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
援
助
と
助
言
を
求
め
た
。
国
王
は
取
り
か

か
る
べ
き
役
割
の
困
難
さ
を
考
慮
し
、
カ
ペ
ー
朝

の
国
王
が
自
ら
の

権
威
を
行
使
し
て
い
る
別
の
力
に
訴
え
る
の
が
有
効
で
あ
る
と
彼
に

は
思
え
た

。
即
ち
、
「
国
王
」

の
司
教
団
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
は

ラ
ン
ス
の
大
司
教
に
訴
え
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

国
王
は
五
月
六
日
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
ア
ラ
ス
で
、
荘
厳
な
る
大
集

会
た
る

「宮
廷
」
集
会
を
召
集
し
た
。
ラ
ン
ス
大
司
教
と
彼
の
管
区

の
大
部
分

の
司
教
が
、
多
く
の
聖
職
者
や
、
国
王

の
重
臣
も
含
む
世

お
　

俗
の
大
物
と
並
ん
で
出
席
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
ふ
た
り
の
敵
対
者

の
う
ち
ど
ち
ら
が
封
土
を
所
有
し
続
け
る
に
値
す
る
か
、
ど
ち
ら
が

追
放
さ
れ
る
べ
き
か
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。
実
際
、
展
開
し

た
の
は
正
に
二
重
の
訴
訟
行
為
で
あ

っ
た
。
即
ち
、

一
方
は
、
教
会

秩
序
に
よ
る
管
区
教
会
会
議
で
あ
り
、
他
方
は
宮
廷
で
行
わ
れ
た
会

議
で
あ

っ
た
。
テ
ィ
エ
リ
は
出
頭
し
て
い
な
か

っ
た
。
大
司
教
と
そ

の
教
会
会
議
は
テ
ィ
エ
リ
と
彼
の
支
持
者

の
す
べ
て
に
破
門
の
罰
を

与
え
、
彼
の
権
威
に
服
す
る
フ
ラ
ン
ド
ル
各

地
方
を
聖
務
停
止
に
し

た
。
国
王
に
関
し
て
は
、
ギ
ヨ
ー
ム
が
合
法

的
な
伯
と
見
な
さ
れ
る

べ
き
と
の
彼
の
宮
廷
の
判
決
に
従

っ
て
、
国
王
は
テ
ィ
エ
リ
に
、
纂

奪
し
た
封
土
を
明
け
渡
し
、
故
国
に
戻
る
よ
う
に
命
令
し
た
。

ル
イ
六
世
は
、
テ
ィ
エ
リ
の
籠
城
す
る
リ
ー
ル
で
行

っ
た
包
囲
戦

は
数
日
後
の
五
月
二
〇
日
以
前
に
は
と
か
ざ

る
を
え
な
か

っ
た
。
国

王
は
ア
ラ
ス
に
退
却
し
、
次

に
直
接
に
服
従
さ
せ
て
い
る
地
域

へ
戻

っ
た
。
ギ
ヨ
ー
ム

・
ド

・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
は
非
常
に
優
れ
た
軍
隊
の

指
揮
者
で
あ

っ
た
ら
し
く
、
続
く
数
ヶ
月
の

一
連
の
成
功
を
勝
ち
と

っ
た
。
し
か
し
彼
は
ア
ロ
ー
ス
ト
の
包
囲
で
致
命
傷
を
負
い
、
前
述

し
た
よ
う
に
、
七
月
二
七
日
か
二
八
日
に
息

を
引
き
取

っ
た
。
そ
の

た
め
、
国
王
は
テ
ィ
エ
リ

・
ダ
ル
ザ
ス
に
臣
従
を
認
め
、
同
時
に
彼

に
フ
ラ
ン
ド
ル
伯
領
の
授
封
を
行

っ
た
。
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む
す
び
に
か
え
て

以
上
、

一
一
二
七
～
二
八
年

の
フ
ラ
ン
ド
ル
に
お
け
る
政
変
と
そ

れ
に
フ
ラ
ン
ス
国
王
が
果
し
た
役
割
を
考
察
し
て
き
た
が
、
若
干
の

結
論
を
記
し
て
む
す
び
に
か
え
た
い
。

そ
れ
ほ
ど
明
白
な
関
心
が
あ

っ
た
と
は
言
え
な
い
が
カ
ペ
ー
朝
の

国
王
ル
イ
六
世
の
政
策
的
関
心
に
つ
い
て
は
、、
次

の
よ
う
に
考
え

た
い
。
即
ち
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
あ
ら
ゆ
る
人
び
と
に
王
権
の
忠
実
な

支
持
者
と

し
て
あ
り
続
く
こ
と
を
国
王
は
願

っ
た
。
国
王
は
あ
と
数

歩
を
試
み
た
。
フ
ラ
ン
ド
ル
に
い
る
時
、
権
力

の
全
て
が
国
王
の
も

の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
前
面
に
出
て
、
そ
し
て
伯
の
権
力
が
自
ら
の

権
力
に
席
を
譲
る
か
の
よ
う
に
振
る
ま

っ
た
。
ま
た
、
教
会
組
織
が

提
供
す
る
可
能
性
を
利
用
し

つ
つ
、
国
王
は
自
ら
を
、
フ
ラ
ン
ド
ル

で
伯
や
大

貴
族
の
次
に
重
要
な
人
物
た
ら
し
め
た
。
け
れ
ど
も
、
国

王
は
伯

の
よ
う
に
恒
常
的
に
ま
た
身
近
に
、
フ
ラ
ン
ド
ル
の
す
べ
て

の
人
々
に
影
響
を
与
え
た
と
は
言
え
な
い
。
そ
し
て
、
勿
論
、
伯
政

権
が
市
民

の
意
向
を
組
み
入
れ
な
け
れ
ば
安
定
し
な

い
程

の
市
民
階

級
の
高
揚
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
伯
政
権

だ
け
で
は
な
く
、
国
王
も
市
民
の
意
向
を
う
け
と
め
る
よ
う
に
腐
心

し
た
。
そ
し
て
、
総
じ
て
言
え
ば
、
支
配
者
階
級

の
内
部
で
は
フ
ラ

ン
ド
ル
伯
と
大
貴
族
に
つ
い
で
フ
ラ
ン
ス
国
王
は
重
要
な
役
割
を
果

し
た
と
言
え
る
。
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